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事業概要｜こどなBASEの事業背景

滋賀県では、滋賀県に関わる様々な企業・団体が、

将来社会の担い手となる子ども・次世代と共に

未来をつくるため、自社の魅力/想い/強みを

子ども・次世代に伝えられる体験プログラムの

企画や実施を伴走支援する を

令和5年（2023年）度に開始いたしました。
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◆ 令和6年度 こどなBASE実績まとめ
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令和6年3月末 令和7年3月末 令和6年度実績

こどなBASE
会員

登録数 実数 32 91 ＋59

企業・団体向け
イベント

実施回数 実数 7 11 ＋ 4

参加者数
のべ
数 192 279 ＋87

体験
プログラム
①おしごとずかん
②大学STEAM
③体験コレクション
④個別マッチング
⑤その他

実施回数 実数 6 49 ＋43

参加企業・団体数 実数 7 47 ＋40

参加児童数
のべ
数 198 1,464 ＋1,266

イベント・プログラム実施市町

2023から継続実施 ６市

2024新規実施 ７市

未実施 6町

とても

満足

61%

やや満足

36%

イベント満足度
（2024年度）

参加企業・団体

%
(n=62）

とても

満足

74%

やや満足

22%

プログラム満足度
（2024年度）

参加児童

%
(n=458）

とても

満足

85%

やや満足

15%

子ども現場

%
(n=61）

とても

満足

74%

やや満足

22%

参加企業・団体

%
(n=54）

〈しがのおしごとずかん＋体験コレクション〉
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こどなBASEによる支援・伴走

体験プログラムが 「ある」 場合体験プログラムが 「ない」 場合

こどなBASEの取組 （令和6年度）｜こどなBASEへの参画パターン

企業間交流・情報共有
現場体験・課題理解 フォーマットの活用・新規開発 プログラムの自走化・拡大

企業担当者向けイベント・
事業説明会への参加

SDGsや次世代教育等への関心を持つ

地元企業・団体の担当者間交流イベント

等に参加し、子ども・次世代を取り巻く

環境やこどなBASE活動への理解を深

めます

複数社参加型
プログラムへの参加

自社の魅力を子どもに伝える体験プロ

グラムに参加し、放課後の子ども現場の

課題理解、プログラム開発のヒントを得

られます

フォーマット活用による実践・
自社プログラムの新規開発

自社ならではの子ども・次世代・SDGｓ

活動につながる体験プログラムの実践・

開発を、こどなBASEがサポートします

（有償となる場合があります）

体験プログラムの公募・
個別マッチング

こどなBASEの持つ市町・現場へのネッ

トワークを活かし、自社の体験プログラ

ムを県内全域の子ども現場への周知・拡

大をサポートします
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企業間交流・情報共有 企業担当者向けイベント・事業説明会

「CO2ネットゼロ」をテーマに、こどなBASEと

ともに子ども向け体験ワークショップの企画・

制作・実践に取り組んできた成安造形大学の

学生たちによる成果報告会を実施

こどなBASEと連携して子どもたちに体験機会

を届けてきた企業・団体による実践事例紹介と

参加者間の意見交換会を実施

こどなBASEと連携して子どもたちの居場所で

目に見えないものを「はかる」ことにチャレンジ

した滋賀大学の学生たちによる成果報告会と

参加者間の哲学対話を実施

こどなBASEの１年間の成果報告会と、これま

での活動を通して子どもとの関わりから生まれ

た価値について話し合うワークショップを実施
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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こどなBASEの取組 （令和6年度）

現場体験・課題理解 複数社参加型プログラム

アイスブレイク お仕事クイズ お仕事たんけんたい

こどなBASEの司会進行のもと複数社で一緒にプログラムを実施

簡単な準備で

お一人からでも

気軽に参加

仕事内容がわかる

写真素材３枚程度

（クイズはこどなBASE作成）

その場で楽しめる

簡単なゲーム

製品・サンプルを使って

説明・インタビュー

コンセプト
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現場体験・課題理解 複数社参加型プログラム

(1) R6/7/12

野洲市内

参加児童 62名

参加企業 9社 13名

(2) R6/10/15

高島市内

参加児童 27名

参加企業 5社 9名

(4) R7/1/29

東近江市内

参加児童 36名

参加企業 5社 11名

(5) R7/3/5

長浜市内

参加児童 28名

参加企業 4社 7名

(3) R6/12/25

草津市内

参加児童 59名

参加企業 10社 17名
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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フォーマットの活用・新規開発 フォーマット活用による実践・自社プログラムの新規開発

使用フォーマットの一例

㈱滋賀銀行（県庁支店）

「しがの助と学ぶ『おかね』のお話！」

子ども向けプログラムのフォーマットを提供し、各社の持つ素材を活かしたスライド作成を支援

（令和5年度実績の一例）

㈱ダイフク 滋賀事業所 トヨタモビリティパーツ㈱ 滋賀支社 近江八幡市
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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プログラムの自走化・拡大 体験プログラムの公募・個別マッチング

コンセプト

県下全域で希望現場を募り

マッチングのお手伝い

実施エリア・

日時など

各社希望で

県下全市町

担当部署より

案内通知
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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プログラムの自走化・拡大 体験プログラムの公募・個別マッチング

■令和6年度 夏募集 ■令和6年度 冬～春募集
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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プログラムの自走化・拡大 体験プログラムの公募・個別マッチング

■夏募集 ４社・団体ご参加 ■冬～春募集 １０社・団体ご参加

公募期間 6/下旬～7月中旬

申込数 10市・24団体

実施数 ７市・9団体・11回

実施期間 8/5～9/2

参加児童 271名

参加社員 34名

公募期間 11/中旬～12月上旬

申込数 8市・15団体

実施数 8市・14団体・17回

実施期間 2/5～3/19

参加児童 486名

参加社員 48名
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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その他 大学連携STEAMプロジェクト

滋賀大学成安造形大学

協力 トヨタモビリティパーツ㈱滋賀支社
滋賀県CO2ネットゼロ推進課
滋賀県地球温暖化防止推進センター

㈱イシダ

大学と連携し、子どもの興味・関心に寄り添い探究活動をサポートするプロジェクト

大津市内の放課後現場で
ワークショップを実施
（参加児童 47名、大学関係者 14名）

彦根市内の放課後現場で
ワークショップを複数回実施
（参加児童 60名、大学関係者 13名）

「CO2ネットゼロ」 「はかる」

立命館大学

㈱クレオテック

草津市内の放課後現場で
ワークショップを複数回実施
（参加児童 96名、大学関係者 14名）

「モノづくり」
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こどなBASEの取組 （令和6年度）
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こどなBASEの実施後の声 （令和6年度）｜アンケート結果

とても

思う

まあ

思う

Q:今日のプログラムに参加して楽しいと思いましたか？

しがのおしごとずかん・体験コレクション夏
参加児童アンケート回答 （n=458）

とても

思う

まあ

思う

児童
企業
担当者

%

Q:プログラムに参加した満足度はいかがでしたか？

しがのおしごとずかん・体験コレクション
参加企業担当者アンケート回答 （n=54）

☺もっと知りたくなった

☺みんなすごい仕事だと思った

☺やってみたい仕事があった

☺貴重な体験ができてとてもうれしい

☺地域の会社の仕事を知れてたのしかった

☺どう分かりやすく伝えるかを考える機会になった

☺自分たちの仕事に誇りを持った

☺子どもたちの興味を知って新しい観点が生まれた

☺子どもたちに元気をもらい明日への活力になった

☺他社の取り組みも知ることができた

%
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